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政府は､平成 呈3年 豆腐を還施行された高度情報通信ネ ッ ト誓-汐社会潜成基
木法 (t'r基本法)にJU_It'さ､高Ji.lTEi:7輔if:!1;.i-ネソ トリ =ー･ク宇土二会推進軸略本部 ('l/!､
戦略本部)を設慧 し､Jl')､【=tl-家概略遠.･紺こ:j!:T/'Cit.杏.,r;).木部では､21〕C土牛;=世
非最先端Jt)1T同家 L･なるこL･をI目指した rl-I.J,T{Irl.Til!巨略 ｣ を葦.'J整'し､引き続き
:H日.,Il.irL ,I.1叩tl.r了'･耳点計fFgjJ を､･'.1',Ift=16.月には rF弓 apan華点計画12002Jを
策定 してきたCその撞､20O3年 7Jl与∴EL.I.､L'J'),i.細密t茄か :I-:,け手.1用 ･活用を茄
祝 した ･re-Japan戦略 1｣が､20Ofi隼に.i.L iTLIJ帆造L'i堆JJL,･')追求 ･世界-の
発信に向けて HT新改革戦略｣ が策定された｡ 極目
これ らの-連の戦略に基づき､官民一体となった取 り組みにより､銅06年 3
.13末にij:､インターネ ットの利用者は､85297;:-.しミ/迂 L､情柑ilT).T言技術の浸透
度の総合順位は抑i副 こ次ぎ2位であったが､プロ-ド′工,卜･.(ン,]7- -- ネ ヅ 卜
の料金では､日本が健弟で最も安いと位置づけられるまでに薫った母(*2)
2約6年 1月に公表 された HT薪改革戦略j では､- いつでも､どこでも､
誰でも ITの思慮を実感できる社会の実1.J･-を目指 し､i.-VU)ひ:i:/)として
<帖報格差 (デジタル･:デ でバ [ド)a)ない社会>がとり上げられているotI*3)
デジタル ･ディバイ ドの事消には､お年寄 りや障害のある方､外川人を含む誰
もが身体的に制約､知識､言語の壁を越えて便利に生活できる還㌫㌔湾-サルデ
ザインと､金岡どこにイ主んでいてもゾて_∫- ドバン ドが利用できるとい うふた∴)
が含まれる¢ここで絃後者の地理的轟件不利地域におけるプロ- ドバン ドの導





2.無線によるデジタル ･デ ィバイ ド対策の現状
2. 1 ワイヤ レスプ17--ドバン ドの動向
ワイヤ レスプロ一一ドバン ドとは､2.4GHz群､5GH描 ‡を用いた無線 LANや ISGEI7.
帯や 26GH7.帯を用いた ITV.A(FixedTpil/eleSS.Access)など､数 1bpsから 1()州仙()Lq
程度の伝送容髄を持つ無線システムのことをいう｡昨今､局内で阿辞 しノて使 う
形態ばか りではなく､屋内外で移 しながら､あるいは碍助 した先でインタ -ーネ
ッ トを利用する需要が増 している.J -JJで､ソイヤ レスブロー ドバン ド0.)技翫
革新が急速に進み､大客数化､′ト野 性､肌､肝折化が挟】られたT~とか ら､オフィ
ス ･家庭や駅 ･示テ/･ン等での利用が魚油に進み､如舶品 を作 りllLつつある｡
これ らの動きに呼応する形で､電波U).IA.LjU)有効利用狛到り将来の方針を定
めた馬渡政策 ビジョン､周波数再編jJ一針が 200:川 :17).I､LOJlに小さ九､2005
年 12月には､ユーザの視点を取 り入れ､lil.淋瓜/A;責矩)ソイヤレスブロー ドバ













(-iLT-電/tiigl信 'li:業者 とな り､地域へのブしト ドバン ドサービス葦供に道を開く
こととな-'/:･ o
機 ヨス 紅かつ畢期に整備することを最優鬼 とし､溶射振興事務所 亡旧濃紺町
役境)と外公共施設を結ぶ地域公jl.=ネッ トワークを光-}アイバで軽備 し､地域
公共ネ ッ トリ､-クJ:住民を結ぶ1.､:3t=ゆるラス トワンマイル回線には Hm (加入
者系樹走無線アクセス)畠渓用 している:j あわせて公衆無線 L^Nサ､･一･ビスを活
用 して rいっでも｣､｢どこでも!､｢た､~九でも_Iネ ットワーク-つなげるユビキ




ファイバによる公共ネ ッ トワ-1クをバックボ -ー･-ンとして､その先のラス トソン
マイルに無線システム (無線 L.JIN.･′叩:･tl)むJlIL･､i)･書･,別が多いC無線 L^.～:として､
最近で比､メッシュ型無線 L.ANや 5GT批 U)榊政による寓Ilj]Jl無線 L^Nを用いて









必ず しもプロ･-ドバン ドの世帯加入率恥.:Iiくないケースがある ､` -一般に公表 さ
れている情報からだけでは､ブ1- -ドバン ドfjkl境を導入するため､整備 と維持
管岬にどれだけの公的資金がかかるのか､またサー ビス品質は当初想定 したも
のが父親されているのか､1弓)に満虻できる状態なのかiE確にはわからないo
無線 LA_N'や FW^ は､一般に､電波の飛ぶ距離 (サーー ビスTIJ,rアの大きさ)と
スループット (借域)は トレー ドオフの関係にあ り､サ､-ビスユ リアが大きく









正 しく把肘寸ることである｡ 衷面的な比較ではなくて､ライ -ー/ljイJル全般を
見据えて､自治体､利用者の立場に立って党行する導入事例を徹底的に検証す











の利用地域を早急に全国に拡大して頂きたいB第 3は､デジタル ･ディパイ ド
の解消策 としてメッシ孟塾無線 LA紺に関心が集まっているが､現行の電波法で
では､無線濁種別の区分から 5GH盗帯での制旅に紋制約があるのでこの制約を
2.4GfJ/.借:i.･同等とし､5GHz.帯でもメッシ:I.型の商社1.･.]無線 L州 をより利用 し
やすいよう紡改正をお願いしたいB
3.3 米国との速い
米持の内治体では無線 上.Iulh 特にメッシニ'JPlJ.のす.FTr,:疎 LANを公共業務用無線シ
シテムとして､またデジタル .ディバイ ドか目的として導入する形態が普及L
だしている(. 米国の場合に比日本 と比較 し(､無敵 IJAiNの出力電力が大きいの
で無線漉他局の設配数が少なくて済むニト 腎察 ･消防 ･保守業務など複数UIJ
公共業務が棚乗 りして利用 しているので､ 】ユ -ーザあたりu)肇-入コス ト･維持
管理コス トは挿めて低く抑*ることができるくi加えて､ブロ -ードバンドに求め
ているのはむしろ常時接続であり､借域は数 100kbps程度もあれはよしとし､
数 Mbps以上を必須条件 とは しないようであるOすなわち､地線む利用するブ

















ことであるO そのためには､公的資金を投^するとしても､ブロ -ードバン ド導
入にお.･1る成功と(こ圭どういうものなU)か､何が達成されて､′､か状態を成功と定
義するのかについて､自治体､市民が共有する必壁があろうL,






























もうひとつの制約は､光77イバ方式L･比較 して､粁域単価 (スループ ッ ト
(hp.i)/月額利用料(円)Jtやピッ いi用i.:(情報伝送赴(b]-I.)/月額利用料(円))で














ブロー ドバン ド導入維jiL_‥el.1向けて､具体的な方策を 5点､提案 したい｡
革 製は､電気通信事業者の行 うプロ- ドバンドサービスによる整備を大前擾
とし､I.i,:鳥i削言事業者が実施する予定G.)ない11汀i∴′)いて､公的貯金を導入 し


























であろ う｡2007年度に打ち 1._げが l',走さましている麟高速インターネ ッ ト軸足に
おいでも､実証就験を経てか ら商用利潤を行 う予定のよ うであるが､デジタ




地域等を救済す るEl的で導入 さ新たユニバ-サJL･基金はf･rL,1IんどfF;･捕 Ltれて
お らず､--)lでi,LV,'人心t-1!.uJ強いゾtト ドバン ドは対象外 となっているO ブローー
ドバン ド時代におりる==:I-バ･-サルサ一･ビス制l:gu)fl:りJJE:I-･･)いては､｢総務
省通信 .放送の在 り力に′)いてUl)憩.:_･'k会 j (*tl)で見虻 Lが指摘ii-れているが､
これ を･一歩進めユニバ -ーサルサー ビスに無線 システムによるブL.- ･ドバン ド
サー ビスを含めることである愈携帯電話番兼者が無線鉄塔を活用 してブロー ド
バン ドサービスを提供する場合 も対魚J∵trることを鮎寅 したいC.
最後は､携帯電話挙業者 宅基地腐)碍活用であるD携帯電話事業者が療有す
る基地燭に蔓ま光ファイバ回線が引かれてお り､携帯電話基地局の鉄塔に無線
∫.A_T;や ド'4'.I･173.基地局を設P_できれば､短時日洞でかつ経祈:l'抱にブロー ドバン ドネ
ッ トワ-クを構築することができる¢ また.､携帯電話の基地局は､電渡設備が
充実 してお り､隣接する携帯電話基地層相互間はほとんどが風通 し範囲内とな
っているCそのため､例えば wiMAXの無線.蛙地).13-:+:I_∴に併設すれば､ひとつ
の農地局で広いサ -ー･ビスIr-リアをカバーでき投資 :･..ス トが少な くて沸むと同
時に､光ファイバ方式と無線方式を中継回線に持-:)きわめ.(lEi赦す1_の(.A･iいブ.7
- ドバン ドネッ トワ-ク串･拝折帆に構築できる吋批Mがあil.r).ユこれを日給体が
個別にイン トラネ ッ トとして構築するのではなく､ユニバ-サル此査甘U)支援
を うけて携借芯詣L!lf空音等が提供するネ ッ トワ-クサ一･-ビスとして出帆す る
ことにより､携鞘電話の/:)ながるところ､携帯電話U)鉄塔が見える堤所なら全
国 どこででもワイヤレスゾ1--トバン ドが利用できる環境 も夢ではない.
5.まとめ
無線システムを用いたワイヤ レスブロ -ードバン ドは､総務省が施策 とし▲て蝦
関 してきた地域イ ン :､ラネ ッ ト基盤施設整備事業や､都道府県が導入推進 して
きた情報ハイ ウェイを地理的に拡大する有力なlJ:･段であ り､こU)延長上で地理







誰でも iTの恩恵を実感できる社会の実現j である_ゾF･-一･ドバン ドとい う進
髄軽僻に金岡あまねく､全世借で利用可桂であるにT.lJl!J.IL1:はないが､これ
を実現す 吾:T.･段のひとつであって目的ではない｡ 従って､IjH- ドバン ドを有















(*･i)総務省､｢ワイヤレスブロー ドバン ド推進研究会｣ 最終報告古､2()05咋
ユ2月 27E] :･1.ll.p://www.soumu.go.jp/.q一ncvs/200き/pdf/051227_L4.pdf
(*5)総務省デジタル ･ディバイ ド対策全国シンポジウム ｢無線を活用 した
ブロー ドバン ド整備の新戦略を考える｣ 基幹通清課長斉藤-雅､r無線を活用
したブロー ドバンド整備の新戦略を考えるJ､望OO6年 7月 5日
(*6)東和総合通信局､恵那市責-I,一村町におけるユビキタスネ ットワークの整備
htLp:/'/www.I.okai-bt.soumu.go.jp/sierlSaku/jirci/'iWant】ra.h上m
f*7)線番省情報通宿政策局宇宙通信政策課､高度情報通信社会形成に向けた
字鮪通信の在 り方についての研究会報告溝､2002年 3fl
(*8)総務･/#通信と放送o)在 り)I-についてq)懇談会､州06叶 fうjJfill
h･LtP://Jwww.soumu.go.jp/joho_tsusin/poticyl､ePOrtS/(‥lr}ミユSI､/1.(ミuShin_hosou
,/pdT/0606C76_saisyuu.pdr
46
